外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



令和2年7月10日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　記録：久保　美夏
	矢幅
	国光
	小川
	菅原
	戸賀沢
	鳥谷部
	久保
	藤田
	蕨野
	山田

	業務
	深夜
	業務
	業務
	業務
	年休
	○
	○
	○
	業務

	犾守
	大川
	赤坂
	沼舘
	西山
	
	
	
	
	

	業務
	業務
	公休
	業務
	業務
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

＜実習関係＞

・PSW実習：7/13～7/28と8/5～8/20　それぞれ一名ずつ実習あり。
日　時：7月17日（火）16：30～17：00
場　所：病院２階　会議室
テーマ：精神科看護の基礎知識について 
対　象：看護　初級・中級者　　　　介護　初級・中級者　　　　新入職者
講　師：佐藤ＡＯＭ
日　時：7月22日（水）16：30～17：00
場　所：病院２階　会議室
テーマ：ＣＷ研修（職員負担の軽減及び処遇改善に関する体制計画）
対　象：全介護職員
講　師：古川ＪＧＭ
＜病棟カンファレンス参加について＞
・デイケア利用率向上を目的として情報収集の為に病棟カンファレンス（東病棟・西病棟・北病棟）に参加する。⇒毎週木曜日　13時～
＜防災委員会より＞
・8/21（金）青陽館避難訓練予定。

＜祝日プログラム＞
　デイケア　　　：7/23（木）外食　　7/24（金）昼食作り　　　　　　　
　デイナイトケア：7/23（木）クリームあんみつ　　7/24（金）ソフトクリーム

・納涼会　　　　　8/10（月）昼食：カレーライス　
イベント：流しそうめん・風鈴・うちわづくり等
・お盆　　　　　　8/13（木）スイカ割り
　　　　　　　　　8/14（金）変わり種かき氷
＜書類等の作成及び点検について＞

『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
・日向端　庸男様　　　・馬場　勝美様　　・小田　タネ様　　・七戸　康徳様　　　
・山地　広人様　　・高山　英佐様　　・松橋　駿様　　・田邊　廣二様
上記利用者様の担当スタッフは評価を行い、電子カルテにアップロードすること。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
　4月～6月日誌・電子カルテ
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢
＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア
・中村　与一郎様～特定相談員の森氏より電話連絡があり。昨日7月9日付けで就労先のカシオペアを退社したとの事。次の就労先が決まるまで暫くの間日中活動の場としてデイケアを利用する事を検討しており、本人様と利用頻度等について取り決めをして欲しいと依頼を受けている。デイケア来所後、本人様より「昨日で仕事を辞める事になりました。気分はスッキリしています」とスタッフに話し掛けがある。今後のデイケア利用について確認を行うと、月・水・金の週3回デイケア利用する事を考えているとの事。まだ、世話人と話し合いを行っていない為詳細については相談後に連絡を頂く事としている。スタッフより今は体調を整えしっかり休むように助言すると、「そうします、次の仕事は焦らずに探します」と笑顔で聞かれる。終話後は表情良く仲の良い他利用者様と交流を図っている。上記の情報を併せ特定相談員の森氏に情報提供を行っている。
・七戸　康徳様　～久しぶりの来所となっている。来所後すぐに担当スタッフと面談実施している。デイケアを休んでいた理由として、デイケア内での人間関係で悩みがあったとの事。特に特定利用者様（田向　玲美様）が七戸様自身が冗談で言った発言や行動、言われもない事を大袈裟に周りに言いふらし、それを信じた他利用者様の目が気になっているとの事。「冗談を言った自身も悪いと思うが、大袈裟に言いふらされたり、言われもない事を言われるのは辛い」と聞かれる。スタッフより、特定利用者様（田向玲美様）が来所しない日にデイケアに来所する事を提案すると、「それも良いけど、仲の良い利用者様が金曜日に来ているので、今後は金曜日に定期的に来所します」と聞かれる。スタッフより特定利用者様（田向玲美様）と距離を取るように提案すると、「出来るだけ気にしないようにします、デイケアは好きなので辞めない様にします」と聞かれる。悩みがある際は一人で悩まずに都度スタッフに相談する事を伝えると、「そうします、ありがとうございます、これからもよろしくお願いします」と聞かれる。終話後は穏やかな表情でプログラムに参加したり、仲の良い他利用者とコミュニケーションを図っている。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。帰荘時、青山荘方向へ歩き出し青陽館スタッフが一緒に歩いて行くと、青山荘前で方向転換し、青風荘に帰って来ている。理由を尋ねると、「風が気持ちよかったから」と話している。本日は拒否的な言動はなく来所しているとのこと。本日のデイナイトケアでは、ニットのセーターを着ており、暑くないか声を掛けると、「ちょっと暑かったかも、上着脱ごうかな」と話しているが、脱ぐことはなくそのままで過ごしている。一日を通して不調の訴えや帰宅願望は聞かれず、各プログラムに参加している。
























ショートケア
